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初

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令
和
八
年
　
皇
紀
二
千
六
百
八
十
六
年
の
年
頭
を
言
祝
ぎ
、
皆
様

方
に
新
春
の
賀
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

謹
し
み
て
皇
室
の
弥
栄
、
国
の
安
泰
と
併
せ
て
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様

が
平
安
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

爾
彦
神
社
の
旧
年
中
の
御
祭
儀
は
、
厳
粛
に
古
儀
・恒
例
の
ま
ま
に

恙
無
く
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
此
れ
偏
に
多
く
の
氏
子
崇
敬
者
の
篤
き

御
信
仰
の
賜
物
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

殊
に
昨
年
は
大
正
五
年
の
御
遷
座
よ
り
百
十
年
の
嘉
節
で
し
た
。
明

治
四
十
五
年
の
大
火
に
よ
り
御
社
殿
が
焼
失
し
、大
正
五
年
新
社
殿
に

大
神
様
を
御
遷
し
し
て
か
ら
百
十
年
で
す
。

大
正
の
御
遷
座
の
日
と
同
じ
十
月
二
十

一
日
に
、多
数
の
来
賓
・崇
敬

者
の
ご
参
列
の
も
と
御
遷
座
百
十
年
奉
祝
祭
を
斎
行
致
し
ま
し
た
。

ま
た
毎
年
御
神
前
に
初
穂
米
を
献
納
し
て
頂
く
初
穂
講
も
創
立
百

十
年
を
迎
え
、
十

一
月
二
十
三
日
の
新
嘗
祭
に
併
せ
初
穂
講
創
立
百
十

年
奉
祝
祭
を
斎
行
し
ま
し
た
。
初
穂
講
は
大
正
の
御
遷
座
の
記
念
事

業
と
し
て
、将
来
の
御
社
殿
営
繕
資
金
の
積
立
と
農
事
勧
奨
を
目
的
に

創
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。
翌
二
十
四
日
の
初
穂
講
秋
季
大
祭
と
併
せ
多

数
の
世
話
人
・講
員
の
方
が
参
列
致
し
、
九
千
有
余
人
の
講
員
全
員
に

記
念
品
を
贈
り
お
祝
い
致
し
ま
し
た
。

記
念
事
業
と
し
て
各
所
の
修
繕
改
修
を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
一
つ

に
、少
し
で
も
皆
様
の
利
便
が
良
い
よ
う
に
と
、拝
殿
前
の
石
畳
を
敷
き

直
し
て
改
修
し
、段
差
を
無
く
し
て
歩
き
や
す
く
、車
椅
子
で
も
お
詣

り
出
来
る
よ
う
に
致
し
ま
し
た
。

爾
彦
大
神
様
の
御
護
り
の
も
と
、
＞」の
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま

し
て
明
る
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

い
や
ひ
こ
の
高
嶺
の
雲
の
輝
や
か
に

越
の
国
原
夜
は
あ
け
ん
と
す
　
（相
馬
御
風
）



彬
子
女
王
殿
下
に
は
、＞」の
度
も
格
別
の
思
召
を
以
て

第
六
十
五
回
奉
納
新
潟
県
菊
花
展
覧
会
に
お
い
て
寛
仁

親
王
賞
を
御
下
賜
に
な
ら
れ
た
。
御
下
賜
は
十
六
回
を

数
え
、今
年
は
二
年
振
り
に
授
賞
式
へ
の
台
臨
を
仰
い
だ

御
参
拝
に
先
立
ち
前
日
十
九
日
午
前
九
時
よ
り
奉
告

祭
を
奉
仕
し
た
。
当
日
午
前
八
時
四
十
五
分
、
一の
鳥
居

前
に
て
宮
司
以
下
が
お
出
迎
え
申
し
上
げ
、
殿
下
に
は

御
徒
歩
に
て
参
道
を
進
ま
れ
社
務
所
に
御
着
、拝
殿
に

御
進
み
に
な
ら
れ
た
。
御
手
水
の
後
修
祓
を
御
受
け
に

な
り
、祝
詞
舎
に
て
権
宮
司
が
お
進
め
申
し
上
げ
た
御

玉
串
を
御
執
り
に
な
り
、
大
前
に
奉
ら
れ
御
拝
礼
さ
れ

た
。尋
で
宮
司
が
ご
案
内
し
境
内
に
展
陳
中
の
菊
花
を
御

覧
に
な
り
、屈
従
の
新
潟
県
菊
花
連
盟
の
小
泉
・佐
藤
両

副
会
長
が
随
時
ご
説
明
申
し
上
げ
た
。
＞」の
後
、弥
彦
の

丘
美
術
館
に
て
開
催
中
の
特
別
企
画
展
「
ひ
と
び
と
を

魅
了
し
た
画
家
た
ち
―
ピ
カ
ソ
。ヽン
ャ
ガ
ー
ル
ユ
ト
リ
ロ
か

ら
藤
田
嗣
治
へ
―
」
を
御
鑑
賞
に
な
ら
れ
、
再
び
社
務
所

に
御
成
り
、授
賞
式
に
台
臨
さ
れ
親
し
く
賞
状
を
御
授

与
に
な
ら
れ
た
。

歳
旦
祭
（午
前
○
時
）

夜
宴
神
事
（午
後
六
時
）

月
次
祭
（午
前
十
時
）

夜
宴
神
事
（午
後
六
時
）

夜
宴
神
事
（午
後
六
時
）

弓
始
神
事
（午
前
九
時
）

交
通
安
全
月
次
祭
（午
前
九
時
）

日
神
祭
（午
前
八
時
）

供
粥
祭
（夕
刻
）

粥
占
炭
置
神
事
（午
前
五
時
）

神
幸
神
事
（午
前
十
時
）

例
　
祭
（大
御
膳
献
進
Ｘ
午
前
十
時
）

神
幸
神
事
（午
前
十

一
時
）

神
幸
神
事
（午
前
十
時
）

神
幸
神
事
（午
前
十
時
）

交
通
安
全
月
次
祭
（午
前
九
時
）

建
国
記
念
祭
（午
前
十
時
）

天
長
祭
（午
前
十
時
）

月
次
祭
（午
前
十
時
）

交
通
安
全
月
次
祭
（午
前
九
時
）

末
社

火
宮
神
社
例
祭
（午
前
十

一
時
）

大
々
神
楽
始
奉
告
祭
（午
前
十

一
時
）

春
季
皇
霊
祭
遥
拝
式
（午
前
十
時
）

御
浜
行

祈
年
祭
・初
穂
講
春
季
大
祭
（午
前
十

一
時
）

二
日

（
一
月
～
三
月
）

三
日
四
日
十
日

十

一
日

二
十
三
日

三
月
中
二
日
十
日

十

一
日

十
五
日

二
十

日

二
十
七
日

二
十
八
日

一
月
中
元
旦

三
日
七
日
十
日

十

一
日

十
五
日

十
六
日

二
月
中

一
日

二
日
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に つ

1

お
正
月
中
の
ご
参
拝
に
つ
い
て
、
次
の
通
り
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

▽
新
年
の
御
祈
祷
（御
祓
い
）

御
祈
祷
（御
祓
い
）は
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
四
時
ま
で
御
奉
仕
致
し
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
。イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
感
染
症
が
気
が
か

り
な
方
は
、マ
ス
ク
を
ご
着
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、発
熱

な
ど
体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
時
は
、ご
参
拝
を
お
控
え
く

だ
さ
い
。

○
円
滑
な
ご
案
内
の
た
め
、御
祈
祷
の
受
付
時
に
色
分

け
し
た
カ
ー
ド
を
お
渡
し
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
御
祈
祷
は
当
神
社
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
作
法
で
あ

る
「総
拝
（そ
う
は
い
と
に
て
お
参
り
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
「総
拝
」
と
は
、お
願
い
事
を
大
神
様
へ
お
伝
え

す
る
祝
詞
（の
り
と
）
の
前
後
に
、神
職
と
と
も
に
相
手

を
打
っ
て
お
参
り
す
る
作
法
で
す
。

〇

一
月
中
の
土
日
祝
日
は
午
前
十
時
頃
か
ら
午
後
二

時
頃
ま
で
が
混
み
合
い
ま
す
。
新
年
の
御
祈
祷
は
一月

中
随
時
御
奉
仕
致
し
ま
す
の
で
、〓
一が
日
や
松
の
内
な

ど
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、混
雑
す
る
時
期
・時
間
帯

を
避
け
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
ご
都
合
に
よ
り
当
神
社
に
お
越
し
に
な
ら
れ
な
い

方
は
、当
神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら
で
も
御
祈
祷
を

お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

お
申
込
み
い
た
だ
い
た
御
祈
祷
は
、
お
越
し
い
た
だ
い

た
時
と
同
じ
く
拝
殿
に
て
執
り
行
い
、御
祈
念
申
し

上
げ
た
御
神
札
等
を
郵
送
致
し
ま
す
。

σ

指 ◆鵡

▽
御
札
・御
守
・縁
起
修
　
　
▽
御

朱

印

毎
日
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
五
時
三
十
分
ま
で

授
与
致
し
ま
す
。
授
与
所
で

は
、
見
本
を
お
示
し
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ぉ」
希
望
の
御

札
・御
守
類
を
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。
縁
起
物
類
は
数
に

限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
お

早
目
に
お
受
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、御
札
・御
守
等
の
郵

送
を
ご
希
望
の
場
合
は
お
電

話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
（当
神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
は

お
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
）。

一
月
中
は
御
朱
印
帳
へ
の

記
帳
を
差
し
控
え
、
「
書
き

置
き
」
に
て
ご
姑
応
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
御
神

廟

の
御
朱
印
は
詰
所
が
冬

期
間
閉
鎖
中
に
つ
き
お
渡
し

し
て
お
り
ま
せ
ん
。
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
の
程
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す

。

工 技 技

手 手 師

荒 太
木 田

敏
貢 文

米 渡
山 部

信 信

出

仕

永 狩 河
井 谷 村

一 人
諭 則 郎

ll爾

彦
神
社
氏
子
青
年
会

仝 仝 仝 仝

目
目
田
■

宮
　
司

権
宮
司

禰
　
宜

仝 仝
権
禰
宜

全 仝 仝 仝 仝 仝 仝 仝

責
任
役
員

　

大
谷
　
統
司

鯉付蕉習驀厚驀露驀寧鴛杏蹂

光森毬書醤語恋雪藍豆畢信宿

近
藤
智
佳
子

田
上
美
沙
紀
　
　
粥
彦
神
社
初
穂
講

佐
々
木
義
久

外
職
員

一
同

総
　
代

副
総
代

仝講
　
長

副
講
長

審
議
員
仝仝

監
　
事

数
井
　
榮

一

大
原
　
興
人

藤
井
　
大
介

星
野
孝

一
郎

佐
々
木
英
夫

高
山
　
忠
志

安
達
　
丈
夫

村
山
隆
太
郎

敬
者
総
代

古 米 渡
泉 山 部

隆  吉
夫 信 信

仝 全
ll零

彦
神
社
氏
子
会

輛
彦
神
社
故
榊
婦
人
会

会
　
長

　

　

　

渡
部
由
里
子

副
会
長

　

　

　

米
山
千
也
子

企
　
　
　
　
　
小
越
ゆ
み
子

幹
事
長

　

　

　

広
沢
　
と

ロ

新
潟
県
菊
花
連
盟

会
　
長

副
会
長
仝仝

会
　
長

副
会
長
全

会
　
長

副
会
長
仝仝

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
西
蒲
原
第
七
団

育
成
会
長
　
　
渡
部
　
吉
信

団
委
員
長
　
　
米
山
　
　
信

粥
彦
神
社
大
々
神
楽
講

爾
彦
神
社
交
通
安
全
講

繭
彦
神
社
崇
敬
会

i可 本 捧
村 間
雄

命芝孫

爾
彦
神
社
日
本
鶏
の
会 佐
藤
昭

郎

前 西 棚 黒
山 澤 橋 津

贅穆碁彦

清 山 渡
水 際 部

吉 憲 吉
郎 治 信

総
合
建
設
業

一
級
建
築
士
事
務
所

設
計

・
施
エ

鰯

河

村

組

弥

彦

大

杉

通

り

電
話
∽
二
〇
六
九
番

七
和

むし、
に
し
え
知

の
兵
味

な
宿

饂
珊
脚櫻
家

弥

彦

駅

前

電
話
∽
上
一〇
〇
九
番

肇

騰

必

涯

欄

彦

神

社

前

電
話

ｏ
≡
（①
二
〇

一
五
番

弥
彦
温
泉

政
府
登
録
旅
館

（二
三
七
二
号
）

日
観
連
会
員

（Ｎ
え
た
ぢ
く

新
潟
県
西
蒲
原
郡
弥
彦
温
泉

電
話
０

五
杢
∽
二
〇
二
六
番

わ
っ
ぱ
飯
膳

松
花
堂
弁
当

悧粂
才

口
差

弥
彦
外
苑
坂
通
り

電
話

６
垂
ё

九
四
十
二
〇
二
〇

爾
彦
神
社
氏
子
青
年
会

会
員
募
集

事
務
局
　

爾
彦
神
社
内

（〇
二
五
六
‥
九
四
‐
二
〇
〇
一
）

謹

賀

新

年
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厄
年
と
は
、
人
生
の
中
で
転
換
期
の
あ
と
し
て
心
身
と
も

に
摂
生
し
、
万
事
に
亘
り
慎
む
べ
き
重
要
な
年
と
、古
来
よ
り

言
い
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
厄
年
に
当
る
年
に
は
神
社
に

詣
で
て
厄
難
消
除
。開
運
招
福
を
祈
念
す
る
慣
わ
し
で
す
。

本
年
の
厄
年
は
次
の
表
の
通
り
で
す
。
厄
祓
の
御
祈
祷
は

随
時
執
り
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
時
期
に
こ
だ
わ
ら
ず
ご
参

拝
く
だ
さ
い
。

夜
宴
神
事
は
新
年
を
寿
ぐ

当
神
社
古
伝
の
特
殊
神
事
。

元
日
よ
り
三
日
間
、毎
夕
六
時

か
ら
拝
殿
に
て
執
り
行
わ
れ
る
。

こ
の
神
事
は
「
鳥
取
り
」
と

も
称
し
、
大
前
に
木
彫
り
の
鶴

亀
や
小
鳥
を
配
し
た
島
台
を

御
供
え
し
て
小
神
楽
を
奏
す

る
。
第
二
夜
に
は

一
月
七
日
の

弓
始
神
事
の
配
役
が
、
第
三
夜

に
は
「
高
歳
楽
」
の
式
が
行
わ

れ
る
。
島
台
に
配
し
た
小
鳥
は

神
事
の
後
、
当
夜
参
列
し
た
参

拝
者
に
抽
袋
で
授
与
さ
れ
る
。

神

事

一
月

一
日

～

三

日

後

厄

本
　
厄

工副
　
厄

後
　
厄

本
　
厄

単副
　
厄

後
　
厄

本
　
厄

工削
　
厄

後
　
厄

本
　
厄

工副
　
厄

令
和
八
年
厄
年

（数
え
年
）

６２
歳

昭
和
４０
年
生

６‐
歳
　
還
暦
　
昭
和
４‐
年
生

６０
歳

昭
和
４２
年
生

４３
歳
　
昭
和
開
年
生

４２
歳
　
昭
和
６０
年
生

４‐
歳

昭
和
６‐
年
生

２６
歳
　
平
成
１３
年
生

２５
歳
　
平
成
１４
年
生

２４
歳
　
平
成
１５
年
生

男

　
　

性

３８
歳

判
鰤
融
年
生

３７
歳
　
平
成
２
年
生

３６
歳
　
平
成
３
年
生

３４
歳
　
平
成

５
年
生

３３
歳
　
平
成
６
年
生

３２
歳
　
平
成
７
年
生

２０
歳
　
平
成
１９
年
生

‐９
歳
　
平
成
２０
年
生

‐８
歳
　
平
成
２‐
年
生

女

　
　

性

古
神
札
類
の
御
焚
き
上
げ
は
、神
社
・神
棚
に
関
わ
る
も
の
で
可

燃
性
の
古
神
符
守
札
類
（御
神
札
・御
守
・破
魔
矢
・熊
手
。絵
馬
な

ど
）
の
み
を
お
預
か
り
し
て
お
り
ま
す
。
御
神
酒
瓶
や
陶
器
類
等
の

不
燃
性
の
物
、だ
る
ま
。人
形
・ぬ
い
ぐ
る
み
。財
布
・古
手
紙
。写
真
な

ど
、御
神
札
・御
守
と
関
係
の
な
い
物
は
お
断
り
い
た
し
ま
す
。

御
焚
き
上
げ
を
ご
希
望
の
際
は
、正
月
中
は
回
廊
内
及
び
二
の
鳥

居
下
の
納
所
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。
小
正
月
全

月
十
五
日
）
ま
で
、

浄
火
に
て
お
焚
き
上
げ
し
ま
す
（お
焚
き
上
げ
は
天
候
に
よ
り
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
。

な
お
、
一
一月
以
降
は
境
内
二
箇
所
の
授
与
所
、
ま
た
は
御
祈
祷
受
付

に
お
預
け
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

古
神
札
与
の
御
焚
き
上
げ
に
つ
い
て

年

頭

の
特
殊
神
事

お役に立ちます

―夢づくリー

けたした
新潟縣信用細合
TEL 94-2222い

日本海・佐渡と

越後平野が一望できる一―一

弥彦山頂ヘ

殊 彦 山 ロ ーア ウ ェイ
新潟県西講原郡弥彦村大学弥彦2898希地
〒つ59 0323  TEL 10256)04-4141

FAX(0256)04-4725
∞

禦
売
子
帥
津
患

燕
市
吉
田
上
町

電
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一
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四

神
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駐
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一
三

弥
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∽
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】
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弓

始

神

事

一
月
七
日
午
前
九
時
よ
り
伝
統
の
弓
始
神
事
が
斎
行
さ
れ
る
。

大
前
に
七
種
粥
を
は
じ
め
山
鳥
、
活
鯉
、
勝

栗
、串
柿
な
ど
の
特
別
な
神
僕
を
お
供
え
し
て
、

国
家
安
穏
、
五
穀
豊
穣
、
災
難
消
除
を
祈
念
す

る
。
天
地
人
四
方
を
弦
音
に
て
祓
い
浄
め
る
「鳴

弦
の
儀
」
の
後
、
拝
殿
脇
に
設
け
た
二
十
五
間

（約
四
十
五
メ
ー
ト
ル
）
の
射
場
で
神
職
十
名
に

よ
り
「
百
射
の
儀
」
が
古
式
に
則
し
て
厳
か
に

執
り
行
わ
れ
る
。
午
後
か
ら
は
、
前
年
十
月
に

行
わ
れ
た
第
百
五
回
新
潟
県
奉
納
弓
道
大
会

に
お
い
て
入
射
五
中
以
上
の
成
績
を
収
め
た
参

加
者
に
よ
り
、
神
事
と
同
じ
射
場
に
て
一般
奉

射
大
会
が
行
わ
れ
る
。

粥
占
炭
置
神
事

年
頭
に
当
た
り
、
一
年
十
一
ア
月
の
天
候
と
農
作
物
・漁
拶
の
豊
凶
を
占
う
神

事
。
一
月
十
五
日
夜
か
ら
十
六
日
朝
に
か
け
て
厳
重
に
斎
行
さ
れ
る
。
＞」
の
神

事
の
起
源
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、慶
長
十
六
年
全

六

一
こ
に
は
行
わ
れ
て
い
た

記
録
が
あ
り
、
寛
政
七
年

全

七
九
五
）

以
降
は
毎
年
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

二
日
の
間
飯
殿
に
忌
み
篭
り
、斎
戒
を

重
ね
た
神
職
が
炊
き
上
げ
た
御
粥
は
十

五
日
夕
刻
、
大
前
に
お
供
え
さ
れ
る
。
翌

十
六
日
未
明
、飯
殿
に
お
い
て
宮
司
以
下

神
職
に
よ
り
粥
占
と
炭
置
の
神
占
が
行

わ
れ
る
。

神
事
の
様
子
は

一
般
公
開
さ
れ
な
い

が
、
神
占
の
結
果
は
当
神
社
初
穂
講
員

約

一
万
名
を
は
じ
め
農
業
関
係
団
体
等

に
配
布
さ
れ
る
。

独

督

笹

毯

琢

亀
一
月

七

日

例
祭

厳

修

二

月

二

日

社
伝
に
よ
れ
ば
、御
祭
神
の
天
香
山
命
は
第
六
代
孝
安
天
皇
元
年
二
月
二
日

に
、
越
の
国
開
拓
を
は
じ
め
と
す
る
現
世
で
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
ら
れ
、神
退
ら

れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
古
く
は
御
神
興
渡
御
が
行
わ
れ
て
い
た
事
に
因
み
、

祝
詞
舎
に
御
神
興
二
基
を
奉
安
し
、
大
神
様
と
妃
神
様
を
御
遷
し
申
し
上
げ
、

特
殊
神
餞
「大
御
膳
」
を
奉
献
し
て
、当
神
社
最
重
儀
の
例
祭
を
厳
修
す
る
。

ま
た
、
一
一月

一
日
よ
り
四
日
ま
で
の
四
日
間
に
わ
た
り
「神
幸
神
事
」
が
執
り
行

わ
れ
る
。
神
幸
の
楽
（み
ゆ
き
の
が
く
）
、を
奏
で
、神
歌
（か
み
う
た
）
を
披
講
し
、

舞
女
に
よ
る
小
神
楽
を
奉
奏
し
て
御
神
慮
を
お
慰
め
申
し
上
げ
る
。

第
百
五
回

新
潟
県
奉
納
弓
道
大
会

十

月

月

十

六

日

十
月
五
日
、
第
百
五
回
新
潟
県
奉
納

弓
道
大
会
が
開
催
さ
れ
二
十
七
団
体
。百

九
十
四
名
が
参
加
し
、日
頃
の
鍛
錬
の
腕

を
競
っ
た
。
大
会
の
結
果
は
次
の
通
り

（敬
称
略
）。

団

体

優
　
勝

第
二
位

第
三
位

第
四
位

第
五
位

個

人

優

勝

第
二
位

第
三
位

第
四
位

第
五
位

第
六
位

牧
口
小
池
吉
田
石
井
工
藤
伊
藤

新
発
田
市
弓
道
連
盟
Ａ

新
潟
大
学
五
十
嵐
弓
道
部
Ｂ

村
上
藤
弓
会
Ｄ

新
発
田
市
弓
道
連
盟
Ｃ

新
津
弓
道
連
盟
Ｂ

第
七
位
　
小
池
　
颯
真

（新
潟
大
学
五
十
嵐
弓
道
部
）

第
入
位
　
小
林
ひ
と
み

（新
津
弓
道
連
盟
）

第
九
位
　
渡
邊
　
篤
史

０
一条
弓
道
会
）

第
十
位
　
小
野
　
聡
夫

（新
潟
大
学
五
十
嵐
弓
道
部
）

昌
範
（村
上
藤
弓
会
）

未
央
（新
発
田
市
弓
道
連
盟
）

獅
門
（新
津
弓
道
連
盟
）

耀
介
（新
発
田
市
弓
道
連
盟
）

真
人
（新
潟
弦
響
会
）

和
義
（中
条
弓
道
会
）
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建
国
記
念
祭

二

月

十

一
日

▽
厚
生
労
働
大
臣
賞

大
菊
の
部
・厚
物
花
壇

佐
藤
　
源

一
（長
岡
市
）

▽
神
社
本
庁
統
理
賞

大
菊

。
大
数
咲

栗
原
　
人

一
（新
潟
市
北
区
）

中
菊

・
弥
彦
作

大
竹
　
与
市
（新
潟
市
南
区
）

小
菊

・
大
懸
崖

古
寺
　
洋

（新
潟
市
西
区
）

▽
神
目
大
自
司
賞

大
菊

・
数
咲

大
谷
　
一
男

（新
潟
市
西
区
）

中
菊

・
肥
後
菊

大
竹
　
与
市
（新
潟
市
南
区
）

小
菊

・
懸
崖

古
寺
　
洋

（新
潟
市
西
区
）

▽
爾
彦
神
社
自
司
賞

大
菊

・
数
咲

古
寺
　
洋

（新
潟
市
西
区
）

中
菊

・
江
戸
菊
十

一
幹
立

田
中
　
靖

（新
潟
市
北
区
）

小
菊

・
三
鉢

一
組

長
谷
川
　
一二
作
（新
潟
市
秋
葉
区
）

大
菊

。
切
花
管
物

栗
原
　
人

一
（新
潟
市
北
区
）

中
菊

・
切
花
伊
勢
菊

小
林
　
一
郎

（新
潟
市
西
区
）

大
菊

・
切
花
厚
物

石
川
　
敏
昭

（弥
彦
村
）

大
菊

・
切
花
管
物

早
川
　
秀

一

（長
岡
市
）

大
菊

・
切
花
管
物

長
井
　
惣

一
（新
潟
市
東
区
）

中
菊

・
切
花
江
戸
菊

吉
田
　
康

（長
岡
市
）

中
菊

。
切
花
肥
後
菊

熊
谷
　
清

一（新
潟
市
西
滞
区
）

中
菊

。
切
花
伊
勢
菊

石
川
　
彼
昭

（弥
彦
村
）

大
菊

・
三
幹
立
厚
物

程
島
　
敏
雄

（栃
木
県
）

大
菊

ミ
ン
ャ
ン
ボ
福
助

程
島
　
敏
雄

（栃
木
県
）

大
菊

。
小
作
三
幹
立

須
藤
　
文
夫

（栃
木
県
）

大
菊

・
三
幹
立
厚
物

木
立
　
順
夫

（栃
木
県
）

大
菊

。
三
幹
立
厚
物

田
中
　
一
男

（栃
木
県
）

大
菊

。
三
幹
立
厚
物

山
根
　
利
司

（栃
木
県
）

▽
斯
潟
県
知
事
賞

大
菊

・
数
咲

栗
原
　
人

一
（新
潟
市
北
区
）

中
菊

・
江
戸
菊
七
幹
立

田
中
　
靖

（新
潟
市
北
区
）

小
菊

・
席

長
谷
川
　
一二
作
（新
潟
市
秋
葉
区
）

▽
新
潟
県
議
会
議
長
賞

大
菊

。
三
幹
立
厚
物

早
川
　
秀

一

（長
岡
市
）

中
菊

・
伊
勢
菊

田
中
　
靖

（新
潟
市
北
区
）

小
菊

・
筏
吹

笠
巻
　
弘
（新
潟
市
西
蒲
区
）

▽
新
漏
県
教
育
長
賞

大
菊

・
七
幹
立
厚
物

高
嶋
　
稔
（新
潟
市
西
蒲
区
）

中
菊

・
小
作
三
幹
立

小
林
　
一
郎

（新
潟
市
西
区
）

小
菊

・
岩
付

笠
巻
　
弘
（新
潟
市
西
蒲
区
）

二
月
十

一
日
の
「建
回
記
念
の

日
」
、午
前
十
時
よ
り
建
国
記
念

祭
が
斎
行
さ
れ
る
。

建
国
の
昔
を
偲
ぶ
と
共
に
国

家
の
隆
昌
を
祈
願
し
、
併
せ
て

神
武
天
皇
の
日
本
建
国
に
際
し
、

苦
境
に
陥
っ
た
天
皇
に
霊
剣
。師

霊
剣
（ふ
つ
の
み
た
ま
の
み
つ
る

ぎ
）
を
献
じ
て
危
機
を
救
い
奉

る
大
功
を
た
て
ら
れ
た
当
神
社

御
祭
神
天
香
山
命
の
御
神
徳
を

景
仰
す
る
。
祭
典
後
に
は
、
弥
彦

村
建
国
記
念
祝
賀
会
主
催
の
記

念
式
典
が
行
わ
れ
る
。

第
六
十
五
回
奉
納
新
潟
県
菊
花
展
覧
会

が
昨
年
十

一
月

一
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
開

催
さ
れ
た
。
出
品
数
は
約
二
千
鉢
と
昨
年
と

ほ
ぼ
同
様
。
期
間
中
は
花
持
ち
も
良
く
、
約

十
三
万
人
の
参
拝
観
菊
者
が
訪
れ
た
。
本
年

の
大
風
景
花
壇
は
「
御
遷
座
百
十
年

輛
彦

神
社
」
と
題
し
、
大
正
五
年
の
御
再
建
当
時

の
社
殿
を
中
心
と
し
た
境
内
を
、
約
三
万
本

の
菊
花
の
挿
し
芽
と
大
小
約
五
百
鉢
の
菊
花

に
て
色
鮮
や
か
に
造
園
し
、
好
評
を
博
し
た
。

十

一
月
二
十
日
に
は
献
花
祭
に
併
せ
て
授

賞
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

彬
子
女
王
殿
下
に
は
、
格
別
の
思
召
を
以

て
昨
年
に
引
き
続
き
十
六
回
目
の
寛
仁
親

王
賞
を
御
下
賜
に
な
ら
れ
た
。

主
な
受
賞
者
は
次
の
通
り
（敬
称
略
）

▽
寅
仁
親
王
賞

小
菊
の
部
。大
懸
崖

大
竹
　
与
市
（新
潟
市
南
区
）

▽
農
林
水
産
大
巨
賞

中
菊
の
部
。伊
勢
菊

田
中
　
靖
（新
潟
市
北
区
）

こ
の
他
に
特
別
賞
三
十
賞

・

八
十
六
点
が
授
与
さ
れ
た

6
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話

０
一一五
心

剪

上

〓

一
四

，
代
蕉 な

だ

い
や

電
話
∽
二
〇

一
三

新
潟
県
／
弥
彦
温
泉

柔
味
鵬
同
謹

賀

新

年



当
神
社
は
明
治
四
十
五
年
三

月
十

一
日
、
門
前
か
ら
の
大
火
に

罹
り
御
本
殿
以
下
の
ほ
と
ん
ど

が
焼
失
し
、
大
正
五
年
に
現
在
の

社
殿
が
御
再
建
さ
れ
た
。
今
年

は
大
正
の
御
再
建
か
ら
百
十
年

に
あ
た
り
、爾
彦
大
神
様
が
現
在

の
御
本
殿
に
御
鎮
ま
り
に
な
ら

れ
た
日
と
同
じ
十
月
二
十

一
日

午
前
十

一
時
よ
り
、
御
遷
座
百

十
年
奉
祝
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

祭
典
は
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
、
大

正
の
御
再
建
よ
り
百
十
年
を
迎

え
た
こ
と
の
奉
告
と
感
謝
、皇
室

と
国
家
の
平
安
と
さ
ら
な
る
繁

栄
が
祈
念
さ
れ
た
。

祭
典
は
本
間
弥
彦
村
長
・永

井
新
潟
県
神
社
庁
長
・河
村
崇

敬
者
総
代
を
は
じ
め
関
係
者
五

十
二
名
が
参
列
し
、御
遷
座
百
十

年
を
寿
い
だ
。

（写
真
提
供

中
伽
三
條
新
聞
社
）

一穂

十

一
月
二
十
三
日
、新
嘗
祭
に
併
せ
て
初
穂
講
創
立
百
十
年
祭
が
斎
行
さ
れ
た

当
神
社
に
は
、
例
年
通
り
県
下
約

一
万
余
名
の
初
穂
講
員
か
ら
真
心
が
こ
め

ら
れ
た
初
穂
米
が
献
納
さ
れ
た
。
＞」れ
ら
の
献
上
米
は
、
新
潟
県
農
産
物
検
査

協
会
の
審
査
員
十
名
（審
査
長
・同

協
会
専
務
理
事
高
山
忠
志
氏
）
よ

り
厳
正
に
審
査
さ
れ
、
特
等
以
下

各
当
賞
が
決
定
さ
れ
た
。
入
賞
米

は
初
穂
講
百
年
記
念
み
ず
ほ
館
に

て

一
般
の
展
観
に
供
さ
れ
た
。
一
一十

四
日
に
は
初
穂
講
秋
季
大
祭
を
斎

行
し
、
農
業
関
係
者
は
じ
め
多
数
の

世
話
人
参
列
の
も
と
賑
々
し
く
執

り
行
わ
れ
た
。

本
年
の
特
別
表
彰
及
び

一
等
賞

以
上
の
受
賞
者
は
次
の
通
り
。

（敬
称
略
）

▽
十
年
連
続

一
等
買
以
上
受
賞

本
年
度
該
当
な
し

▽
五
年
連
続

一
等
賞
以
上
受
賞

本
年
度
該
当
な
し

▽
特
別
語
員

一
等
賞

三
条
市
泉
新
田
　
　
佐
藤
　
龍
磨

阿
賀
野
市
藤
屋
　
　
青
木
　
　
等

▽
資
助
語
員

一
等
賞

燕
市
水
道
町
　
　
　
本
間
　
秀
市

▽
正
語
員
特
等
賞

新
潟
市
西
蒲
区
大
潟
星
野
　
健
児

ク
　
　
ク
　
高
畑
　
槙
田
士
農
夫

長
岡
市
田
之
口

ク
　
長
倉

三
条
市
楢
山

柏
崎
市
西
山
町
別
山

十
日
町
市
倉
俣
甲

見
附
市
山
崎
町

出
雲
崎
町
上
中
条

″
　
下
小
竹

▽
正
調
員

一
等
震

長
岡
市
上
岩
井

ク
　
寺
泊
下
桐

ク
　
寺
泊
矢
田

ク
　
水
穴
町

ク
　
村
田

三
条
市
牛
ヶ
首

ク
　
鬼
木

ク
　
蔵
内

浩 善 陽

川 土 多
上 田 田

誠 市 保
一 雄 夫

算展韻宣目 普盲察驀竃
負鷺
倉
浩
太
慎呂

渋 古
谷 川

保
勝 守

信
士
口 誠

幸
平
孝
明久

佳
明清

元
祖
温
泉
優
頭

↓外
う
彩
″
〒
‐ブ．．
」

だ
ブ
奉
ニ

電
話

（皇
乗
）
①
二
〇
五
人

生
Out Mount
アウトマウント
ファニチャー

木と人をつなぐ

手づくう家具迭

httpsi〃outmounttp′

新潟県/弥彦温泉
政府登録国際観光旅館 (登録1餞努号)

i雑

|.か
〒959-0323新 潟県西蒲原郡弥彦村弥彦
盗 0256‐ 94‐ 201 01ttl
FAX 0256‐ 94‐4463

四季の回

いや
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フジイコーボレーションlttl
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御
祈
祷
奉
納
者
芳
名

Ｈ
Ｌ

特

別

大

祈

祷

奉

納

新
潟
市
中
央
区
　
い
キ
タ
ッ
ク

西
区
　
ヤ
マ
ト
運
輸
仰
新
潟
主

管
支
店

長
岡
市
　
石
崎
防
災
電
設
伽
　
石

崎
ホ
ー
ル
デ
イ
ン
グ
ス
仰

弥
彦
村
　
羽
生
ミ
ユ
キ

栃
木
県
　
Ｂ
Ｓ
安
協
工
事
部
会

埼
玉
県
　
伽
伊
東
土
木

小
林
琢
也

ｗＬ
特
別
祈
祷
奉
納

新
潟
市
東
区
　
仁
箇
電
建
伽

中
央
区
　
石
政
石
材
伽
　
仰
Ｎ

Ｓ
Ｔ
新
潟
総
合
テ
レ
ビ
　
東
日
本
旅

客
鉄
道
棚
新
潟
支
社
　
日
本
鏡
餅

組
合
　
澤
口
裕
樹

西
蒲
区
　
０
堀
田
正
房
　
越
王

柿
振
興
協
議
会

燕
市
　
ス
ワ
オ
メ
ッ
キ
伽

三
条
市
　
ｎ
サ
ン
ケ
ア
ー

長
岡
市
　
伽
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
　
い
新

陽
電
機
　
い
メ
ジ
ャ
ー
ズ

新
発
田
市
　
北
興
化
学
工
業
仰
新

潟
工
場

上
越
市
　
仰
工
４
ア
イ
・デ
く
ン
ャ
パ
ン

弥
彦
村
　
い
高
倉
電
気
商
会
　
儡

羽
入
田
塗
装
店
　
大
門
建
設
蜘

稲
葉
工
務
店
　
麓
二
区
生
産
組
合

弥
彦
村
農
業
振
興
協
議
会

東
京
都
　
仰
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ

Ｅ
Ｎ
Ｅ

Ｏ
Ｓ
伽
　
石
油
資
源
開
発
仰

福
島
県
　
０
晴
進
建
設

埼
玉
県
　
い
伊
東
土
木
富
士
見

富
山
県
　
伽
ンヽ
ル
バ
ー
印
刷

ｗ■．
別
大
祈
祷
奉
納

中
央
区
　
小
林
真
奈
美

西
田
茉
那

江
南
区
　
澤
田
涼

西
区
　
朝
妻
源
英
　
瀧
澤
範
子

諸
橋
剛
史

西
蒲
区
　
仰
末
広
製
菓

燕
市
　
フ
ジ
イ
コ
ー
ポ
レ
ー
トン
ョ
ン
硼

森
井
康

三
条
市
　
伽
ンヽ
必
ア
ム
エ
ー
ス
　
い

ス
タ
ッ
フ
エ
ー
ス
　
相
田
祐
孝

長
岡
市
　
新
潟
高
周
波
工
業
仰

ワ
ー
ル
ド
メ
イ
ト
全
国
エ
ン
ゼ
ル
連
邦

東
北
え
び
エ
リ
ア
　
浅
染
友
香
里

中
川
麻
理
子
　
山
本
英
雄

吉
田
正
己

見
附
市
　
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
爛

柏
崎
市
　
広
川
裕
紀

小
千
谷
市
　
安
達
政
晴

大
平

一
彰
　
小
林
直
江

上
越
市
　
柴
田
大
輔
　
西
條
瑞
輝

阿
賀
野
市
　
阿
部
嘉
博

胎
内
市
　
信
越
建
設
工
業
仰

弥
彦
村
　
大
門
建
設
伽
　
弥
彦
観

光
索
道
伽

東
京
都
　
葵
原
僧
祐
　
石
田
優
気

今
村
高
志
　
千
葉
潤

一

北
海
道
　
大
沢
昌
平

富
城
県
　
鈴
木
哲
哉
　
長
島
昌
幸

秋
田
県
　
石
油
資
源
開
発
佛
由
利

原
廃
坑
作
業
場

山
形
県
　
蜘
ク
ド
ウ
農
園
　
い
住

ま
い
る
―
む
情
報
館
　
伽
ハ
セ
巧
芸

福
島
県
　
サ
ン
フ
イ
ズ
電
設

阿
部
恵

一

千
葉
県
　
い
新
上

富
山
県
　
丸
人
友
の
会

山
梨
県
　
エ
レ
ク
タ
ー
伽
　
爛
レ
イ

ズ
ク
リ
エ
イ
ト

岐
阜
県
　
上
保
大
輔

福
岡
県
　
棚
７
ン
グ

（九
月
～
十

一
月
）

燕
市
　
今
井
恒
志
郎

魚
沼
市

大
白
川
講

社
頭
往
来

九
月
中六
日

八
日

二
十
八
日

十
月
中三
日

新
潟
大
学
附
属
新
潟

小
学
校
六
年
生
弥
彦

山
登
山
六
年
生
父
母

教
師
会

一
行

北
海
道
弥
彦
神
社
責

任
役
員
渡
邊
孝
幸
氏

一
行
弥
彦
村
金
婚
を
祝
う

会

一
行

助
川
鹿
嶋
神
社

一
行

富
山
県
弥
彦
神
社

一

行群
馬
県
玉
村
人
幡
宮

氏
子
総
代
会

一
行

長
野
県
四
柱
神
社
氏

子
総
代
会

一
行

八
日

十
五
日

二
十
八
日

二
十
九
日

京
都
府
瀧
谷
直
文
氏

千
葉
県
長
須
賀
日
枝

神
社
氏
子
総
代
会

一

行香
川
県
琴
平
町
議
会

一
行
新
潟
県
茶
商
の
会

一

行長
野
県
神
社
総
代
会

上
伊
那
支
会

一
行

三
重
県
二
見
興
玉
神

社
宮
司
金
子
清
郎
氏

富
山
県
戸
隠
神
社
宮

司
齊
藤
直
己
氏

南
脇
参
道
舗
装
工
事

安
全
祈
願
祭

Ｎ
Ｓ
Ｔ
弥
彦
山
送
信
所

放
送
機
更
新
工
事
安

全
祈
願
祭

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
蜘
・石
油

資
源
開
発
伽
・伽
Ｉ
Ｎ

Ｐ
Ｅ
Ｘ
合
同
慰
霊
祭

弥
彦
村
弥
彦
観
光
索

道
仰
稲
荷
社
祭

令
和
七
年
九
月

一
日
よ
り
十

一
月
三
十
日
ま
で
　
敬
称
略

山
梨
県
　
国
手
會
国
際
委
員
会

長
野
県
　
松
代
建
設
工
業
い

大
阪
府
　
一
光
寺

新
潟
市
中
央
区
　
日
本
通
運
蜘
新

潟
支
店
　
新
潟
総
踊
り
実
行
委
員

会
　
中
川
健
太

秋
葉
区
　
棚
坂
井
自
動
車

西
区
　
ヤ
マ
ト
運
輸
伽
北
信
越

統
括
　
若
杉
忠
雄

燕
市
　
小
林
美
也
子

三
条
市
　
小
湊
配
管
工
業
伽

長
岡
市
　
渡
邊
重
仁
税
理
士
事
務

所
　
大
原
敬
子
　
吉
川
弘
子

小
千
谷
市
　
伽
工
る
ア
イ
ー
ア
イ

上
越
市
　
佛
工
本
ア
イ
・デ
く
ン
ャ
パ
ン

魚
沼
市
　
宮
吉
弘

弥
彦
村
　
泉
建
築
佛

阿
賀
阿
　
麒
麟
山
酒
造
伽

津
南
町
　
津
南
町
建
築
協
議
会

東
京
都
　
お
や
ひ
こ
様
を
技
術
革

新
の
神
と
あ
が
め
る
会
　
石
川
君
男

山
形
県
　
伽
二
代
目
高
橋
商
店

み
ち
の
く
村
山
農
業
協
同
組
合
村

山
営
農
セ
ン
タ
ー
　
す
い
か
生
産
部

西
郷
支
部

栃
木
県
　
ｎ
彩
電
工
芸

千
葉
県
　
阿
久
津
優
子

神
奈
川
県
　
小
林
顕
吾

石
川
県
　
一
般
社
団
法
人
石
川
県

卜
】フ
ッ
ク
協
会

Ｈ叱
大
祈
祷
奉
納

新
潟
市
東
区
　
瀧
沢
俊
幸

松
島
尚
男

二
十
日

二
十
七
日

十

一
月
中
二
日
四
日

九
日

十
二
日

二
十
六
日

三
十
日

神
奈
川
県

一
般
社
団

法
人
日
本
燦
々
天
麻

那
舞
奉
納
参
拝

群
馬
県
駒
形
神
社
宮

司
駒
木
保
夫
氏

群
馬
県
前
橋
東
南
地

区
神
社
氏
子
総
代
会

一
行
弥
彦
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
る
ア
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会
奉

納
参
拝

外

祭

十
月
中九
日

十
五
日

二
十
日

十

一
月
中

十
二
日

令
和
八
年

一
月

一
日
　
発
行

〒
九
五
九
―
〇
三
九
三

新
潟
県
西
蒲
原
郡
弥
彦
村
弥
彦

爾
彦
神
社
社
務
所

電
　
話
（〇
二
五
六
）九
四
十
二
〇
〇

一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（〇
二
五
六
）九
四
十
四
五
五
二

印
刷
所
　
株
式
会
社
タ
カ
ヨ
ン

大
々
神
楽
講
参
拝


